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＜本号の表紙絵＞

徳川綱吉自筆の神農画賛

中国の医薬祖神である神農賞賛の風

習は早くに日本へも波及し、室町時代

以降､神農画賛の軸物があまた作られ、

医家の間でもてはやされた。

徳川5代将軍綱吉(1646～1709)は文

治政策をとり、幕府直轄の湯島聖堂を

建てて学問の隆興をはかったことでも

知られる。文人としての素養は高く、

歴代将軍のうちでもことに書画をよく

した。絵画では神農像を得意の一つと

し、しばしばこれを描いて幕府の医官

達に下賜した。

表紙絵は綱吉が描いた神農画賛の遺

品で伊達家の伝来品(仙台市博物館現

蔵)｡絵は狩野派絵師の手ほどきを受け

たものであろうが、本画は現湯島聖堂

神農廟の木像に手足の挙げ方こそ逆で

はあるものの、それに酷似しているこ

とは注目に値する。湯島聖堂の木像は

綱吉の父家光が寛永年間に作製せしめ

て北御薬園の高田御殿神農堂に安置し

たもので、綱吉も必ずや目にしたに違

いない。湯島聖堂木像は現状では両手

に奇妙で不釣合な物を持たせられてい

るが、この綱吉の絵によって旧態を推

定することができる。
う

賛詩も綱吉自筆で､｢初めて五穀を薮
な

え、百草を嘗めて医薬を製し、始めて

日中の市を為す」とある(賛は現物では

上方にあるが、いま便宜上横に置いた)。

絵には「内府綱吉筆」「綱吉」と署名・

捺印している。（小曽戸洋）
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